

















































































































































































n g u l a r ) で ら ，窪 く 、
デ ュ ー イ に よ れ 二 、
主休はある対象に
してあらわれる。
























意識的にとり あ け て 閲 心の対象とする。
場は有機的（


























































































































































































































































































の閃係においては物詔(narrat i o n ) 、
したがって、
判断はつねに空間的相(spacial











にお き か えてみるこ





























































































































































































































さらに 新 ら し い 現 在 を 創 り 出 す の で あ る 。
このように、
テューイは、現 存 在 の 自 己 目 的 性
てゆく手段」とみる
「 歴 史 は そ れ 自 身 の プ ロ セ ス を 逃 れ る こ と は で き な い 。 」 ( L ・ ニ 三 九 ）












































に 到 達 し 得 て い な い 。
そ の 失 敗 の 原 因 は 、
デュー





デ ュ ー イ に お け る 歴 史 の 認 識 諭 的 根 拠 を 明 ら か に し よ う と し た も の で
いいかえれば、「自然の心臓部に向って奥へ奥へとどこま
「 自 然 そ の ち の の 自 己 開 示 」 の 手 段 と してとらえられる 。





の資料 が 選 択 さ れ る の は 、
し た か って
ノ‘
) の プ ロ セ ス そ 未 来 そ の 応 の
そ れ を 解 決 して現在に





















































































































































































































































































































































































彼 の 存 在 了 解 の し か た な の で あ る 。
理 論 的 連 性 認 議 の 対 象 で は な く し て
過程は―つの状況として、




















そ う で は な く 、
連動の複合体としてとらえるのであって、―つの歴史的生起にふく主れる秩序であり、 ち、



















― つ の 区 切 ら れ た 。 フ ロ セ ス の 始 ま り か ら 終 わ り ま で の あ い だ に
それは自然にも人間経験にも共通にみられ
― つ の 過 程 が 終 了 し
そ れ が 終 局 に 来 た と き に
なおかつ、
絶対的な、その独自の目的(E・九八）歴史











,}l よってみとおされるときには、 一ークなものとして区分する心のは 史があるのであり、

















い ず れ の 出 来 ご と も ― つ の 経 過 の 終 わ り で あ る と 同 時 に 別 の 経 過 の 始 ま り で あ る 。








当 然 の こ と な が ら 、




























「 す べ て の 状 況 、















































































































































































































































































































































そ れ 自 体 も ま 之

























































































― つ の 時 間 的 出 来 ご と で あ る 。
そして
テ ュ ー イ は 、
個 性 を 、







多 元 的 価 伯 畠 、
い を 工 当 化 し 、
真に祈らしいらの









性 ( i n d i v i d u a
li t y ) と 、
飼性に閃係をらっすべての










徹 底 さ せ て 、
化のプロセスのなかで発展ずるものであること」(T・ニニ九）を
としてとりあげたのである。
そ し て 、




















の 二 に ぢ い て 、
テューイの
―つの旧じられに しかし
で あ る こ と 、
そ
して、
つ ま り 新 奇 な も の や 冒 険 に 対 し て な ん の 余 地 を も 残 さ な い 宇
ェームズにとっては、
機械〔的唯物〕





















な ぜ な ら 、









そ し て 、
判断と対応する
切）
0) 
が現存するということの神秘である。
ヽ
メも む。
佃性は
性に割り込む偶然、
の存在が不可欠て
ある。
過である。
すなわち、
を作った。
し
か
し
、
ところの
ところで、、ま
‘
,‘,＇ 
としうこと
ミ、
こ
L5
ぎ伺性が、
·‘ 
ま力ぅカ・了＇｝＇ー
筑波大学
現存在が神秘であるのは
「個人はそれ自身―つの歴史であり哲学・思想学系論集
リンカーンは自分が作った歴史のなかで、
現存するところのいかなるものも、
まさにそれがそのよう
なものであること
世の人
々におよぼ
し
た影薔もまたその人の物諮のなかにふくまれるからであ
る。
こ
こ
に物語ら札るすべてのことがらは、
ものかである。
その生涯の歴史が物語られる仰人か誰であろうと、
その仙人は、
彼を越えて生前・死後に時間的にひろかる一連の出来ごとの経
＿つの仕涯である。
したが
っ
て、
時間的連続
性が個人の本質そのらのとなる。
ある人がもつ個性とは、
彼の歴史•生
涯のユニークさで
ある。
＿つの個としての自己自身を作ったこともまた同様に確かである。」（同上）歴史
を作るということは、
佃性的存在としての自己自身を作るということにほかならない。
しかし、
な個性
を構成する彼の歴史的生涯を、
披がそのなかに住んでいるところの伺々の諸条件から切り離して考えることはでき
ない。
その人をとりま
く
諸
々のことがらがもっ「相互作用
的条件」(interacting
conditions)ぬきでは、
彼の歴史を語ることは銀意味である。「彼の独自の侶性てある
彼が眼の前にあたえられた誌々の機会に対
してとった反応のしかたによって現実の彼
が作り出されたところの〔彼と彼をとり
まく諸条件との〕相互 用の辿続体なのである。」(T．二三九）
さきにも触れたように、
自然の歴史の底流の上に人間の歴史が成立す ためには、
この世界におけるすへての予言不可能なものの源呆である。」（同上）人生
の危機
的な岐路にあたって、
彼がそれにどう対応
する
か
たんに彼自
身の過去の事実や、
「―つの時間的展開と考えられる個性は、あるいはそのときの
環境の性質からは、
予言
すること
はできないであろう。
たとえ可能だ
と
し
て
―つの蓋然的なものにとどまる。
このようにいうことは、
偶然性をふくむも
のとして、
この世界にたんなる偶然(chance)を恣意的に導入することではな
い。
それ
は
、
現実に存在する
(exists)ということ、
るということ、
時間が実在する(time
is 
real)ということ、
なのである。
必然的に、
対する主体的対応の偶然性、
非決定性に由来するのである。
このことが時間に神秘性を与える。
「時間の神秘は
人間存在の自由
r
かくして、
真の個体的なもの
侶性は新らしき展開を必然的に内含す
るものであ
ど
れ
も、
歴史的ななに
したがっ
てまた、
不確実性・不確定性•
あるいは偶然性をふく
固性の歴史的展開についての予言不可能性は
時間がにんに因呆諭的時間のみでないことに由来する。
すなわら、
いうまでもないことであるが
四
自然の必然
人間存在の環境的諸条件に
ある個人の独自
「リンカーンは歴史
時間が彼の存在の心臓なのである。」(T•三二0)
さらに
デューイ歴史理諭に関する若干の問題' ノ‘
おわりに
なる時間が、
もし空間における運動の尺度以外のなにものかとして現実に存在するとすれば、それは、個体におい
て現存するということであり、
そしてその個体は創造的であり、
デューイは
、
デューイは、
思うようになる。
）れらのい
ずれかが不可避的に結果す
ると
いう信念は
さらに、
予言不可能な新奇なものが生起し得る、
歴史的個性の自由を全体のなかに埋没させてしまうことを許さない。
題は、
ある任意の方向へと変化をコントロールずることである。
その方向すなわち変化の性質は、
個性の問題である。」
が、
超侶人的な唯一人の人間に屈服して、
は厳に斥けられなければならない
この世界に生ずる悲哀や喜劇の源泉である。
ということである。
一五
「いずれにせよ、
変化(change)は起るのであるから、
問
その個性を喪失することは、
個性の自由の展開とはまさに矛盾するが故に、
社会の逆行運動にほかな
らない。
独裁制および全体主義国家を歴史的必然の成果と考え、
し、
個体の創造性を抹殺してしまう。
思想の自由および表現の
自由は、
ることであり、
機会としての時間を実質
的に担否することである。
と説く。
組織化された芸術家は、
作家や両家や音楽家 ど極く少数の人の占有物ではな
い。
それは、
(T・ニ四三）個性的人間は、
芸術活動に参加することによって、
テューイはその膨大な著作群を残したにもかかわらず、 〔自体〕が神秘だからてある。」(T・ニ四0)
たんに要求されるべき権利にとどまるものではな
い。
それらは、
時間の
かに展開する生涯としての諸々の個体 現存在のなかに、
深く根
をおろしてい
るのである。
それらを否定し、
廃棄することは、
個性を放棄す
個性の自由は、
芸術家の自由な創作活動において典型的にあら
われるが故に、
芸術を集団によって統制するような社会
芸術の自由な創造性を自ら
否定するものである。「
芸術は世に認められた
いかなる人であれ、
すべて個性ある人の、
あからさまなる表現なのである。」
いかなる形においてではあれ、
徊性というものを知り、
かくして、
創進活動の源泉は発見され、
解放される。
「芸術の源泉であるところの自由な個性は、
た自由な個性に求められなければ
ならないことは諭ずるまでもないであろう。
にはまり込んでゆくこの神秘的な偶然性が
Jのことは、
デュ
(T・ニ四二）多数の
時間の実在性を否定
それを名誉あるものと
また、
時間のなかにおける
創造的展開の究極の源泉なのである
。」（同上）人類の歴史もまた時間のなかにおける創造的展闘に
ほかなら
ないとすれば、
その歴史 根源もま
そのなかに「屈史哲学」の名のつくもの 一冊もない。
らっとも、
真
存諭的史観でさえある。
このことは
的に跨み込むはともに不断の過程(process)においてある
。
この過程のな
か
に
次々
と
目標(end'in
, view)
を
設定
し、
国
らくる忍のであろうと考えられる。ということや、
さらに、
その歴史が
る。
以上のことは、
おそらく、
口
哲学にみいだすものとはかなり異なった風屎がそこにあるということである。
すなわち、
在としての人類から精神的存在として文明
・文化を詞造してゆく人間の足跡を発展段慇論的に追うという仕事は、
テューイの歴史理論のなかに
は、
断片的な言及をのぞけば、
欠如しているのである。
彼は、
とその貢献の品定めをするような一元論的歴史観に対しては、連続的に作り出し ゆく個性的な自由な主体に求められる。
(—) 
ての
デューイの歴史理論においてまず顕著なことは、世界史の主体を民族とするヘーゲル 哲学とは異なり、
デューイにおいては、
評は他日を期すること してていたわけであるから
ヽ{,
J
、.i
、
ーイに力、さP吋ノ
筒波大学
われわれが近代ョーロッパの
f
歴史的発展段階に閃する公式を試器としてすべての人類の世界史上におけ
る役割
その多元論的
・不確定論的な歴史観をもって対決するのである。
そして、
アメリカ合衆国そのものの歴史が、
まだアメリカ「国民」（ないし「民族」）という統合体を形成しきってい
ない
本質的には現在と同質的な二百年の経過にとどまっていて、
屈史剖造の主体たる個性的現存在は、
それ自身ーつの「現存在」(existence)
とし
て
場
の物語か歴史(history)で
ある。
これは一側の主体論的生成史観であり進化
史観
である。
フロンティアの西浙の過程のなかで培蓑された典型的アメリカ人ヤンキーのエートスを理論的に表現した
ニの佃性的現存在に視点をすえて
J
こでは、
若干の点を羅列しておくにとどめる。
バースやジェームズにも共通する特徴であるといえる。
もらろん、
罰節までの歴史に図するデューイの主要な論息の概観をとおして、
図心にほか らないからである。
哲学・思想学系論集
（状況）
それは
敢えていえば
in-） 勺
その逹成のために未知の分野へと実験
(situation)をつくり、
か
っ
それは、
合衆国の優れに哲学者たちが歴史に対してなんの
興味をもいたかなかった を意味するも
の
ではない。
むしろ、
デューイのごときは教育と栢学の「改造」に中心的な課題をみい応し
への顧應は人一偲隙かったといってもtいのである。
改造するということは、
それ自体、
いくつかの間題点を指摘することができるが
r
にとえばヘルダーやヘーゲル、
とりふなおさず、
それらについての詳細な批
さらにはマルクスの歴史
主ず人間を宇市の一部に体系的に位置づけ、
ノ‘
歴史的
自然的存
歴史の創造は自然的世界の基底の上に目的論的領域を
未来へのみと認しを確立しようとす
現在と断絶した過去をもたないということか
この両者
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